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【１.研究の概要】
本研究は、中学１年生を対象に「新しく赴任した ALT に附属中学校をより知ってもらうために、海外の学校生活の特徴を踏ま

えて、自分たちの学校生活の特徴について紹介するまとまりのある文章を書くことができる。」を単元目標に設定し、「附属中学校
の紹介」という身近な話題ついて、まとまりのある文章を書く力を育成することを目指したものである。本研究では、「１.事実や
自分の考え・気持ちを整理すること」、「２.文と文の繋がりをもたせること」、「３.文章構成の特徴を意識すること」の３つの観点
をまとまりのある文章に必要な要素と定義し、単元を通してまとまりのある文章を書く機会を４回設定した。そして、生徒が個別
に学ぶ場面や友達と協働的に取り組む場面を取り入れながら、まとまりのある文章を書くことを段階的に学んでいく単元を構想
した。生徒の書くことの能力の伸長に関わるデータに基づいた分析を行った結果、本実践の有効性が示唆された。

【２.研究の背景】
＜英語教育の変化＞
◯高校入試

ライティング問題での指定語数の増加

◯各種資格・検定試験
まとまった分量のライティング問題数の増加

＜本校１年生の実態＞
・事実のみを箇条書きするような記述での英語

・まとまりのある文章を書く機会の欠如

→まとまりのある文章を書く能力の伸長の必要性

・知識・技能の定着への課題

・英語力の差

・自己調整しながら学ぶことの困難さ

→個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

『多様な英語力の生徒が自らの学び方を選択しながら知識技能

を確実に定着させ、その知識技能を活用することや生徒同士が協

働的に学ぶことで、まとまりのある文章を書く力を育成していく。』

【３.先行研究】
＜まとまりのある文章とは？＞
３つの観点をまとまりのある文章に必要な要素と定義
（橋内, 1995; Halliday & Hassan, 1976; 山岡, 2016; 沢木 ＆ 鈴木, 2016）

・観点①：事実や自分の考え・気持ちを整理すること

・観点②：代名詞や接続詞等を用いた結束性による文と文の

繋がりをもたせること

・観点③：「導入－本論－結論」等の文章構成の特徴を意識

すること

＜個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実＞

◯個別最適な学び

自分に適した学習方法を見出しながらデジタル教科書等を活

用することで知識・技能の定着

◯協働的な学び

身につけた知識・技能を活用し、英語によるコミュニケーシ

ョンによる他者との関わりを通して新たな考えの創造
（中央教育審議会, 2021; 菅, 2023; 津久井, 2024）

【４.実践】
＜単元目標＞
新しく赴任した ALT に附属中学校のことをより知ってもら

うために、海外の学校生活の特徴を踏まえて、自分たちの学校

生活の特徴について紹介するまとまりのある文章を書くこと

ができる。

＜単元構想＞

単元の導入

ALTの願いを聞き、単元
目標を設定する。

展開①

事実や考え、気持ちを整理
し、学校の特徴を紹介する

文章を書く。

展開②

文と文の繋がりを意識
し、学校の特徴を紹介

する文章を書く。

展開③

文章構成を意識し、学校の
特徴を紹介する文章を書く。

展開④

ALTからのメールを読み、
学校の特徴を紹介するまと
まりのある文章を書く。

単元終末

展開①〜④での学びを
活かし、実際にALTへメ

ールを送る。

◎指導のポイント◎

①単元を通して「段階的に」＆「繰り返し」

②視点を絞ったフィードバック（個＆全体へ）

③技能統合方の言語活動（聞＆読→話→書）

④学習方法の選択（個別最適な学び）

⑤ペアでの添削（協働的な学び）

⑥他者参照（協働的な学び）

【５.結果①】
＜単元開始時と終了後のライティングの評価結果のクロス集計（人数）＞

＜単元開始時と終了後のライティングの評価結果（語数および点数）＞

＜単元開始時と終了後のライティング（原文ママ）＞

＜まとまりのある文章＞
・単元構想の工夫

＜（個）＆（協）的な学び＞
・学習活動の工夫

今求められている英語の資質・能力の育成！

【６.結果②＆考察】
＜単元終了後の振り返りの結果＞

・単元終了後には、92%の生徒が「まとまりのある文

章が書けた！」と実感→段階的な指導の有効性

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」に関わる記

述→これまでの実践の改善
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けます。

*以下、（個）＆（協）的な学び


